
『メディア連携協議会 気象台見学会』を開催しました

○滋賀県域メディア連携協議会の取組の一環として、彦根地方気象台のご協力のもと構成員やメディアの皆様に気象台の観測施設や予報現業を実際
に見ていただきました。

○気候変動などによる極端現象の増加への対応について、参加者の理解が深まり、風水害発生時の情報発信の一助となることが期待されます。
○見学後の意見交換会では、防災気象情報の改善等に関して、情報交換いただきました。

～気象台の観測施設や予報現業を特別に見学～ R7.3.18

日 時:令和7年2月28日（金）14:30～17:00

場 所:彦根地方気象台（滋賀県彦根市）

出席者:（メディア：NHK 大津放送局、 （株）ZTV 、（株）中日新聞社 、滋賀彦根新聞社、

行政機関：滋賀県 土木交通部 流域政策局・防災危機管理局、気象庁 彦根地方気象台、琵琶湖河川事務所）計22名

主催：滋賀県域メディア連携協議会（事務局：琵琶湖河川事務所）

・普段見ることのできない気象台の内部が見学できて貴重な体験になった。
・霜の確認がタイヤを利用した原始的なものだったことに驚いた。
・警戒レベルの体系見直しをされることを知り、緊急マニュアルの見直しやメディアとして情報
の取り扱いについて考える良い機会となった。

・気象台の観測業務が思った以上に人の手で行われていることに気づいた。
・日常では電話やメールだけのつながりのメディア関係の方や関係機関の方と、直接お会い

することができて良かった。

○見学会での主な意見・感想


